
▽+2.930

▽+1.380

▽-1.500
L.W.L -0.978

▽+0.180

朔望平均満潮位 +0.822

▽+10.00

TP=-10.000

B-B

断面図

計画高水位 +1.391

計画高潮位 +2.680

撤去

A-A

平面図

1:1.5

▽+10.00

▽+3.580 ▽+3.580

▽-1.500
L.W.L -0.978

▽+0.180

朔望平均満潮位 +0.822
▽+1.380 ▽+1.380

▽+2.930

TP=-10.000

計画高水位 +1.391

計画高潮位 +2.680

※一期施工にて撤去済 撤去

撤去(※復旧構造設置高さまで) 撤去 撤去
撤去

撤去(※復旧構造設置高さまで)

B
N
O
1
0

B
N
O
1
2

B
N
O
1
3

3.59

3-NO.1

1.36

2.84

1.34

3.46

水

信

灯

-1.85

3-NO.1

HT-15

BM.1

3.592

1.336

都市公園

BIP-3

二期施工一般図 S=1:150

注）撤去部材を赤色、新設杭を青色で示している。

撤去

アンカープレートで接続

撤去

撤去(※復旧構造設置高さまで)

※一期施工にて撤去済

※一期施工にて撤去済

撤去(※復旧構造設置高さまで)

撤去

撤去

▽0.000

L=9.705m,N=2本

L=2.677m,N=2本 ※一期施工にて撤去済

L=7.0m,N=4本

撤去(※復旧構造設置高さまで)

L=9.962m,N=2本

A

A

撤去

撤去

H=400x400x13x21

▽+3.580

L=9.912m,N=5本

L=9.962m,N=2本

L=9.918m,N=4本

撤去(※復旧構造設置高さまで)

撤去

B

B

L=12.0m,N=1本

L=12.0m,N=1本

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

図面番号 / 20

徳島県土整備事務所 鳴門支所

二期施工一般図

11:150

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】
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架空線(移設予定)
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浮桟橋

12362 9000 300030002000012900

架空線(移設予定)

渡り橋 浮桟橋

係留杭(川表側) 係留杭(川裏側) パーゴラ
パーゴラ

パーゴラ支柱

固定桟橋支柱(木製),150x150x1580

既設底版コンクリートに

パーゴラ

パーゴラ支柱
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27000
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架空線(移設予定)

1
9
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渡り橋

固定桟橋(可変角階段)

2000

5
3
5
0

係留杭(川表側)

係留杭(川裏側)

浮桟橋

3
0
7
5

新設杭,H-400x400x13x21

新設杭,H-400x400x13x21 固定桟橋

PHC杭,φ450,t=70
流用

係留杭(川表側)

新設杭,H-400x400x13x21

流用

流用

ツリーサークルベンチ,2基

斜路部

新設杭

新設杭,H-400x400x13x21

新設杭,H-400x400x13x21

新設杭,H-400x400x13x21

パーゴラ支柱

係留杭(川裏側)

係留杭(鋼材)φ400 t=12

係留杭(鋼材)φ400 t=12



朔望平均満潮位 +0.822

A-A断面図 S=1:20

LWL -0.978

TP=-1.500

TP=-2.300

N=23本,撤去

L=7.0m,N=6本

切断(人力)

平面図(基礎部)

固定桟橋撤去詳細図 S=1:50

木製支柱撤去

A

AN=23本,撤去

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

図面番号 /

徳島県土整備事務所 鳴門支所

固定桟橋撤去詳細図

1:50 2

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

一期施工撤去ライン

撤去済み
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固定桟橋支柱(木製),150x150x1580mm

PHC杭,φ450,t=70

二期施工撤去ライン
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11164
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9
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425 1925 4@2000=8000 1866 594

425 3@2000=8000 450 3641925
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固定桟橋支柱(木製),150x150x1580mm



A-A断面図

浮桟橋撤去詳細図(その1) S=1:100

デッキ部撤去　木材(床版)

S=1:50

マクセラムPL　t=35
マクセラムPL　t=35

▽作業時水位

平面図

A

A

ハッチング部面積 = 373.86m2

※木材は鋼材の撤去に先立ち撤去すること。

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

浮桟橋撤去詳細図(その1)

1:100 3

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】
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A

配置図 S=1:300

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事
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4000 4000

18097 4000 5000

27000

4
0
0
0

6
0
3
5

1
1
9
6
5

1
8
0
0
0

2
7
0
0

1
8
0
0

7
9
6
5
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デッキ部撤去　木材(床版内部)

75x120

マクセラムPL　t=35

マクセラムPL　t=35マクセラムPL　t=35

75x105

浮桟橋撤去詳細図(その2) S=1:100

A-A断面図 S=1:50

▽作業時水位

平面図(上段)

9430

12570

平面図(下段)

9430

マクセラムPL t=35

マクセラムPL t=35

マクセラムPL t=35

マクセラムPL t=35

31

50

A

A

A

A

75x120 75x105

※木材は鋼材の撤去に先立ち撤去すること。

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

浮桟橋撤去詳細図(その2)

1:100 4

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】
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配置図 S=1:300

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事
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デッキ部撤去　鋼材(上段部)

[-180x75x7x10.5

[-180x75x7x10.5　2本

PL200x150x10L-75x75x6

PL159x68x10

a

浮桟橋撤去詳細図(その3) S=1:100

A-A断面図 S=1:50

▽作業時水位

L-75x75x6

[-180x75x7x10.5　2本

[-180x75x7x10.5

A

A

[-180x75x7x10.5

平面図

一次切断(水上切断)

※木材を撤去した後、鋼材を撤去すること。
※クレーンによる一括撤去を行うために、鋼材の一次切断を行うこと。
※運搬および受け入れのために、鋼材の二次切断を行うこと。
※二次切断後の部材長は6m以下とすること。

[-180x75x7x10.5

[-180x75x7x10.5

二次切断(陸上切断)

a部(メインフレーム接合部)詳細図 S=1:5

PL200x150x10

PL159x68x10

PL200x150x10

PL159x68x10

側面図

断面図
工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

浮桟橋撤去詳細図(その3)

1:100 5

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

B
N
O
1
0

B
N
O
1
2

1.36

3.00

2.84

1.34

2.87

3.46

2.69

φ
8
0
0
H
P

灯

灯

遊具

遊具

-1.85

HT-15
1.336

BIP-3

A

A

配置図 S=1:300

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事
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※切断位置は参考である。
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デッキ部撤去　鋼材(下段部)

b

浮桟橋撤去詳細図(その4) S=1:100

A-A断面図 S=1:50

[-180x75x7x10.5L-75x75x6

[-180x75x7x10.5　2本

▽作業時水位

平面図
[-180x75x7x10.5

A

A

[-180x75x7x10.5

一次切断(水上切断)

二次切断(陸上切断)

※木材を撤去した後、鋼材を撤去すること。
※クレーンによる一括撤去を行うために、鋼材の一次切断を行うこと。
※運搬および受け入れのために、鋼材の二次切断を行うこと。
※二次切断後の部材長は6m以下とすること。

L-75x75x6

[-180x75x7x10.5　2本

b部(メインフレーム接合部)詳細図 S=1:5

PL200x150x10

PL159x68x10

PL200x150x10

PL159x68x10

側面図

断面図
工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

浮桟橋撤去詳細図(その4)

1:100 6

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】
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配置図 S=1:300

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事
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※切断位置は参考である。
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デッキ部撤去　フロート

2000x2000x600

浮桟橋撤去詳細図(その5) S=1:100

A-A断面図 S=1:50

▽作業時水位

平面図

A

A

2000x2000x600

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

浮桟橋撤去詳細図(その5)

1:100 7

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】
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配置図 S=1:300

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

7@2000=140004000

18000

3
0
0

6
5
0

3
5
0

9@2000=18000

フロート(発泡スチロール,ウレタン樹脂)

27000

1
8
0
0
0

2000
間隔500

2000
間隔500

6
@
2
0
0
0
=
1
2
0
0
0

5
@
2
0
0
0
=
1
0
0
0
0

3
@
2
0
0
0
=
6
0
0
0

2
@
2
0
0
0
=
4
0
0
0

8
@
2
0
0
0
=
1
6
0
0
0

9
@
2
0
0
0
=
1
8
0
0
0

8
@
2
0
0
0
=
1
6
0
0
0

フロート(発泡スチロール,ウレタン樹脂)



平面図

斜路部撤去　木材

側面図

渡り橋CL

渡り橋CL

正面図

全体面積 ＝ 30.0m
2

150x150

60x100PH

マクセラムPL 35t

60x100PH150x150

マクセラムPL 35t

100x100

全体面積 ＝ 5.86m
2

全体面積 ＝ 2.68m
2

マクセラムPL 35t

浮桟橋撤去詳細図(その6) S=1:30

▽作業時水位 ▽作業時水位

フロート フロート

床版桁 床版桁

※斜路部はクレーンにより一括撤去し、陸上搬出後に解体・分解を行う。
※斜路部は浮体構造物であるため、水位変動に応じて昇降する。

ステップ部詳細図 S=1:10

マクセラムPL 35t

マクセラムPL 35t

側面図

斜路部配置図 S=1:150

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

浮桟橋撤去詳細図(その6)

1:30 8

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事
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可変角階段

斜路部

PILE1 PILE2

PILE3 PILE4ツリーサークルベンチ

円形ベンチ

ガーデンテーブル・ベンチ

木製高欄

ガードフェンス

ステップ部



平面図

斜路部撤去　鋼材

側面図

渡り橋CL

正面図

[-150x75x9x12.5 [-150x75x9x12.5

[-150x75x9x12.5
2次切断N=8

L-75x75x6

[-150x75x9x12.5 [-150x75x9x12.5 L-75x75x6

L-75x75x6

PL-300x300x8

[-150x75x9x12.5
2次切断N=6

L-75x75x6

[-150x75x9x12.5
2次切断N=2

L-50x50x4

[-150x75x9x12.5

L-75x75x6

[-150x75x9x12.5

L-50x50x4

L-75x75x6

浮桟橋撤去詳細図(その7) S=1:30

▽作業時水位 ▽作業時水位

フロート

床版桁

フロート

床版桁

二次切断(陸上切断)

※運搬および受け入れのために、鋼材の二次切断を行うこと。
※二次切断後の部材長は6m以下とすること。
※斜路部は浮体構造物であるため、水位変動に応じて昇降する。

ステップ部詳細図 S=1:10

平面図

側面図

[-150x75x9x12.5

L-50x50x4

SUS304

SUS304
[-150x75x9x12.5

L-50x50x4

斜路部配置図 S=1:150

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

浮桟橋撤去詳細図(その7)

1:30 9

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20※切断位置は参考である。
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ステップ部
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固定桟橋

可変角階段

斜路部
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PILE3 PILE4ツリーサークルベンチ

円形ベンチ

ガーデンテーブル・ベンチ

木製高欄

ガードフェンス

ステップ部



係留杭保護部詳細図 S=1:20

(木材) (鋼材)

正面図 正面図

マクセラムPL 35t

PL-50x5x1916

マクセラムPL 35t

PL-50x5x1916

AA BB

A-A断面図 B-B断面図

(全撤去)

S=1:50

計画河床高 ▽-1.500

朔望平均満潮位 +0.822

H.H.W.L +2.680

L.W.L -0.978

▽3.580 ▽3.580

杭先端▽-7.420

杭先端　▽-8.420

PILE 1 PILE 3.4

浮桟橋撤去詳細図(その8)
係留杭撤去　木材・鋼材

(撤去)

(撤去)

L=12.0m (撤去)

PL-18x9x1256
PL-200x9x1256
(撤去)

(撤去)

(撤去)

L=11.0m

PL-18x9x1256
PL-200x9x1256

▽3.580

杭先端▽-7.420

PILE 2

L=11.0m

PL-18x9x1256
PL-200x9x1256

0.000

(撤去)

(一部撤去) (一部撤去) (全撤去)

(撤去)

※係留杭定着部および係留杭保護部は浮体構造物であるため、水位変動に応じて昇降する。

(木材)

40x140

浮桟橋 床版

40x140

40x100

A

A

平面図

A-A断面図

平面図
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B-B断面図
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合成ゴム

超高分子量PE

合成ゴム

超高分子量PE

(鋼材)

係留杭定着部詳細図 S=1:10
(全撤去)

浮桟橋 床版

係留杭配置図 S=1:150

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

浮桟橋撤去詳細図(その8)

1:50 10

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

鋼管杭φ400 本

規格・形状 単位 数量

2

備考

PILE1,PILE2

ガス切断数量表

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事
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※切断位置は参考である。
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可変角階段

斜路部
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円形ベンチ

ガーデンテーブル・ベンチ

木製高欄
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S=1:50

平面図

立面図

浮桟橋撤去詳細図(その9)

▽L.W.L -0.978

▽朔望平均満潮位 +0.822

▽0.000
床版 ※杭切断高（+1.462m）以上のパーゴラ部はクレーンにより一括撤去し、陸上搬出後に解体・分解を行う。

※浮桟橋床版および円形ベンチは浮体構造物であるため、水位変動に応じて昇降する。

パーゴラ部撤去　木材

200x60

天蓋格子ルーバー詳細図 S=1:20

150x40

パーゴラ部配置図 S=1:150

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

浮桟橋撤去詳細図(その9)

1:50 11

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

3
4
0
0

1
0
0
0

4
4
0
0

5
0
0

4
9
0
0

支柱 Φ400

天蓋格子ルーバー(木材)

天蓋格子ルーバー(木材)

4
0
6
0

4
0
6
0

8
1
2
0

4060 4060

8120

2
0
0

8120
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円形ベンチ(撤去)
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可変角階段
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円形ベンチ

ガーデンテーブル・ベンチ

木製高欄

ガードフェンス

パーゴラ部



t4.5x200x100

天蓋フレーム詳細図 S=1:20

S=1:50
二次切断(陸上切断)

平面図

t4.5x200x100
2次切断N=44

浮桟橋撤去詳細図(その10)

支柱基部▽-1.500

▽0.000

底版下面▽-2.700

杭先端▽-8.600

二次切断N=1(杭切断に含む)

t4.5x200x100

一般構造用炭素鋼鋼管(STK400)
φ406.4,L=11.878m

立面図

PHC杭φ450,B種,L=6.0m

σck=16N/mm2

▽L.W.L -0.978

▽朔望平均満潮位 +0.822

床版

※杭切断高（+1.462m）以上のパーゴラ部はクレーンにより一括撤去し、陸上搬出後に解体・分解を行う。
※二次切断後の部材長は6m以下とすること。
※浮桟橋床版および円形ベンチは浮体構造物であるため、水位変動に応じて昇降する。

パーゴラ撤去　鋼材

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

浮桟橋撤去詳細図(その10)

1:50 12

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

一般構造用炭素鋼鋼管φ406.4 本

規格・形状 単位 数量

1

備考

パーゴラ支柱

ガス切断数量表

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20
※切断位置は参考である。
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杭切断高▽1.462で木材・鋼材の一括撤去

円形ベンチ(撤去)



S=1:10

施設付属物撤去
木製高欄　木材
ガードフェンス　木材・鋼材

浮桟橋撤去詳細図(その11)

※撤去作業は人力により行う。
※木製高欄およびガードフェンスは浮体構造物であるため、水位変動に応じて昇降する。
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100x100
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側面図

平面図
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ガードフェンス

側面図

高欄配置図 S=1:150
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事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

浮桟橋撤去詳細図(その11)

1:10 13

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事
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可変角階段
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ガーデンテーブル

側面図

ガーデンベンチ

断面図

平面図

側面図 断面図

平面図

150x150

100x50 100x50

t=100

t=100

100x100

100x100

100x100

100x50

t=100

t=100

N=3

N=8

S=1:20浮桟橋撤去詳細図(その12)
施設付属物撤去

ガーデンテーブル、ガーデンベンチ　木材

※本図面は既設浮桟橋設計図面より作図している。
※撤去作業は人力により行う。
※ガーデンテーブルおよびガーデンベンチは浮体構造物であるため、水位変動に応じて昇降する。

施設付属物配置図 S=1:150
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配置延長
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図 面 名
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会 社 名

事業者名
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路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

浮桟橋撤去詳細図(その12)

1:20 14

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事
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マクセラムPL 30t

マクセラムPL 30t

[-180x75x7x10.5

(木材)
平面図 平面図

(鋼材)

断面図 断面図

マクセラムPL 30t

マクセラムPL 30t

90x90

80x80

50x100
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約8.0kg (想定)

約8.0kg (想定)

L-50x50x4

ツリーサークルベンチ N=2

マクセラムPL 30t

一次切断(水上切断)

[-180x75x7x10.5 2本

S=1:20浮桟橋撤去詳細図(その13)
施設付属物撤去

ツリーサークルベンチ　木材・鋼材

※本図面は既設浮桟橋設計図面より作図している。
※木材撤去作業は人力により行う。
※クレーンによる一括撤去を行うために、鋼材の一次切断を行うこと。
※ツリーサークルベンチは浮体構造物であるため、水位変動に応じて昇降する。

施設付属物配置図 S=1:150

配
置

延
長

配置延長

配置延長

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

浮桟橋撤去詳細図(その13)

1:20 15

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事
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※切断位置は参考である。
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(木材)
円形ベンチ

平面図

側面図

(鋼材)

平面図

側面図

マクセラムPL 30t

ヒノキ材 t=100

マクセラムPL 30t

ヒノキ材 t=100

マクセラムPL 30t

L-50x50x4

SS400 b=50 t=5

SS400 b=50 t=5

[-100x50x5x7.5

L-50x50x4

[-100x50x5x7.5

L-50x50x4

L-50x50x4

L-50x50x4

[-180x75x7x10.5

切断後流用(+1.462)

切断後流用(+1.462)

切断後流用切断後流用

S=1:20 一次切断(水上切断)浮桟橋撤去詳細図(その14)
施設付属物撤去

円形ベンチ　木材・鋼材

※本図面は既設浮桟橋設計図面より作図している。
※木材撤去作業は人力により行う。
※クレーンによる一括撤去を行うために、鋼材の一次切断を行うこと。
※円形ベンチは浮体構造物であるため、水位変動に応じて昇降する。
※パーゴラ支柱は+1.462m位置で切断し、遊歩道桟橋(復旧構造)の
　基礎杭として流用すること。

施設付属物配置図 S=1:150

配
置

延
長

配置延長

配置延長

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

浮桟橋撤去詳細図(その14)

1:20 16

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

※切断位置は参考である。
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新設杭詳細図(その1)

新設杭配置位置

※新設対象部材を赤線で示している。
　新設杭は既設または既設構造物から離隔を確保する。
　本図は設計図面を基に復元している。
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新設杭詳細図(その1) S=1:60

P1

P2 P3 P4 P5

1:60

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】
※新設杭は、設計上、N値24以上の層への根入れ、または河床から5.0mの根入れを
　確保することにより、所要の支持力を満足する。
　万が一、岩盤層が浅所に存在し、打ち込み不能となった場合でも、上記の条件を
　満たす場合は打ち止めを行う。

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

P1-既設杭1 130866581.447410 102399318.874880

P1-1 130866102.270470 102397724.317120

P1-2 130865541.791730 102395859.211270

P2-3 130857962.360170 102401909.499380

杭座標一覧表

P2-4 130857483.039330 102400314.462770

P2-5 130856930.474920 102398475.693460

130855598.159070 102394406.988570

P1橋脚

P2橋脚

130855138.238020 102392511.664360

130855089.283120 102402772.881260

130854043.008170 102399291.190730

130852825.639720 102395240.152090

130852369.486290 102393722.209720

P3橋脚

130852216.206070 102403636.263150

130851169.931130 102400154.572610

130849952.562670 102396103.533980

130849392.083930 102394238.428130

P4橋脚

130842284.548510 102398384.337590

130841730.545130 102396540.779820
P5橋脚

P2-6

P2-7

P3-既設杭2

P3-8

P3-9

P3-既設杭3

P4-10

P4-11

P4-12

P4-13

P5-14

P5-15

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事
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新設杭詳細図(その2)特記なき材質は、全て SM400A とする。1．

注 記

杭天端ベースプレート板厚t=22mm(△印)は2．

現地計測後、決定の事。

P5脚の既設基礎計画高は現地計測後3．

新設杭高を決定の事。

P1橋脚 P2橋脚 P3橋脚

計画河床▽-1.500

杭先端▽-7.420 杭先端▽-7.420

計画河床▽-1.500 計画河床▽-1.500

P4橋脚

計画河床▽-1.500

側面図

既設杭流用部 新設杭部
▽1.627 

▽1.227 

2 - H 400 x 400 x 13 x 21 x 9705

3 - PL 480 x 22 x 480

▽1.834 

▽1.434 

5 - H 400 x 400 x 13 x 21 x 9912

5 - PL 480 x 22 x 480

▽1.884

▽1.484

2 - H 400 x 400 x 13 x 21 x 9962

4 - PL 480 x 22 x 480

▽1.840 

▽1.440 

4 - H 400 x 400 x 13 x 21 x 9918

4 - PL 480 x 22 x 480

杭先端▽-8.600

▽-8.500 ▽-8.500 ▽-8.500 

▽-8.500 

既設杭
既設杭

既設杭

既設杭

新設杭

(H-400x400x13x21)

新設杭

(H-400x400x13x21)

新設杭

(H-400x400x13x21)

新設杭

(H-400x400x13x21)

塗装区分▽-2.500以上 塗装区分▽-2.500以上 塗装区分▽-2.500以上

塗装区分▽-2.500以上
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▽朔望平均満潮位 +0.822

▽L.W.L -0.978

▽0.000

▽朔望平均満潮位 +0.822

▽L.W.L -0.978

▽0.000

▽朔望平均満潮位 +0.822

▽L.W.L -0.978

▽0.000

▽朔望平均満潮位 +0.822

▽L.W.L -0.978

▽0.000

(上部工架設)
(上部工架設) (上部工架設)

(上部工架設)

(上部工架設)

新設杭詳細図(その2) S=1:60

1:60

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】
※二期施工(遊歩道桟橋の杭打設・設置)を赤書き
　三期施工(遊歩道桟橋の上部工架設)を青書きで示す。
　本図は設計図面を基に復元している。

※新設杭は、設計上、N値24以上の層への根入れ、または河床から5.0mの根入れを
　確保することにより、所要の支持力を満足する。
　万が一、岩盤層が浅所に存在し、打ち込み不能となった場合でも、上記の条件を
　満たす場合は打ち止めを行う。

:新設杭塗装範囲(超厚膜形エポキシ樹脂系被膜)

P1

P2 P3 P4 P5

S=1:100新設杭配置位置

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事
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新設杭詳細図(その3)
特記なき材質は、全て SM400A とする。1．

注 記

杭天端ベースプレート板厚t=22mm(△印)は2．

現地計測後、決定の事。

P5脚の既設基礎計画高は現地計測後3．

新設杭高を決定の事。
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新設杭詳細図(その3) S=1:50

1:50

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

P5杭下端部詳細 S=1:10

平面図

10-φ27孔

アンカーボルト

▽L.W.L -0.978

※二期施工(遊歩道桟橋の杭打設・設置)を赤書き
　三期施工(遊歩道桟橋の上部工架設)を青書きで示す。
　本図は設計図面を基に復元している。

※床版上面が平坦でない場合、チッピングなど
　を行い、平坦性を確保すること。

:新設杭塗装範囲(超厚膜形エポキシ樹脂系被膜)

▽朔望平均満潮位 +0.822

▽L.W.L -0.978

▽0.000

(上部工架設) (上部工架設)

▽-1.500

▽0.000

施工時水位　▽+1.030

500×500×500 mm

500×500×500 mm

500×1100×500 mm

不陸整正

不
陸

整
正

P5橋脚

計画河床▽-1.500(注3)
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路線名等
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鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所
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【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】
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